
 
内  容 

1.ごあいさつ      副会長 川上壽昭 
2.FAR会の楽しい催し 

3.男鹿 FAR会報告        木内繁夫 

4.特集「食い道楽」 

1)美味しいことは、よいことだ 遠藤俊夫 

2)ふぐと私          久住佳三 

3)平湯の宿の朝ごはん     斎藤一彦 

4)手前みそ柚子珍味      島田裕弘 

5)私の「食」あれ、これ    清水久子 

6)納豆との出会い       前越 久 

7)蓼食う虫も好きずき     山本義憲 

5.会員の広場 

 1)寄稿「私の考案癖」     高尾義人 

 2)写真「比良の雪景色」    段床嘉晴 

3)写真「教会のシャンデリア」 砂屋敷忠 

6.JSRT情報 

7.会員情報 

8.会からのお知らせ 

9.第 9号特集 原稿募集 

10.連載《そば談義》 

「私の山形そば風土記－その２」木内繁夫 

11.編集後記 
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《ごあいさつ》 

FAR の楽しみ 

副会長 川上 壽昭 
官から民へ、そして治療医学から予防医学へと大きく転身を図ってか

ら早くも 4年の月日が経とうとしております。 
 この間、企業文化の違いと共通言語で話せないもどかしさに大いなる

戸惑いを感じながらも何とか無事に務めを果たすことができてきました

が、これは学会運営に携わらせて頂いた中で、沢山の先輩の方々に「組

織運営のあり方」や「人と人との交わり」など貴重な財産を築かせてい

ただいたお陰と今さらながら感謝いたしております。 
 さて、春秋の学会。不謹慎なことではありますが、年々高度化する学

術研究発表会。現役を退いた者にとりまして、一回聞いたくらいでは容

易に理解できない内容も多く頭が痛くなるばかり。それだけに学会という公の場を借りて懐かしい方々と

の出会いができる楽しみの場となっております。（そんこと考えているのは「お前だけだ」とお叱りの声が

聞こえてきておりますが） 
 FAR 会の現会員 107 名。一部の方を除いてその殆どの会員の

方々は現役を退かれ第二の人生を楽しまれておられます。 
 それだけに春秋の学会でお会いされた時の会話も「先生お元

気でしたか」、そして「今、どうなさっておられますか」とお互

いへの労わりと懐かしさをこめて挨拶を交わされ、再会を喜び

あっておられるご様子を拝見するたびに、学会に参加してよか

ったなぁと喜びを感じております。 
 FAR 会のもう一つの楽しみ。それは学会開催地である地元の

名所旧跡の見学と温泉につかりながらの一杯の酒と語らい。お

酒好きの方には、たまらない一夜が過ごせることであります。

勿論、企画される方、またお世話頂く方には大変ご迷惑をお掛

けすることになりますが「友 遠方より来たり また 懐かし

からずや」で宜しくお願いいたします。 
4 月の学会、湯河原でお会いできますこと楽しみに致してお

ります。沢山のご参加お待ちしております。 
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